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事業によって取り組んだ課題
AIによる歯科スクリーニング技術を検証し、その結果を会津若松市民の歯科受診に結びつける。

1.会津若松市における国民皆歯科健診の実現
AIによるスクリーニングを活用することで、市民に広く歯科健診を受けられる機会を提供する。

2.会津若松市の口腔疾患による医療費の削減
口腔疾患は、早期発見・早期治療することで、重症化を防ぐことができ、医療費の削減につながる。

3.会津若松市の市民の健康増進
口腔疾患は、生活習慣病や認知症などのリスクを高めるともいわれており、市民の口腔健康の向上
を図り、市民の健康増進に貢献する。

今年度は、AIによる歯科スクリーニング技術の検証として、昨年度に実施した
「う蝕スクリーニング技術」と「歯垢付着検出技術」の検証に加え、「歯周病スク
リーニング技術」の検証を行った。



鹿児島県ホームページより引用



鹿児島県ホームページより引用



◆骨太の方針2025(経済財政運営と改革の基本方針2025)の
本事業に関連するポイント
＊生涯を通じた歯科健診の推進
＊デジタル化の推進

◆全世代型社会保障の構築
糖尿病と歯周病との関係など全身の健康と口腔の健康に関するエビデン

スの活用、生涯を通じた歯科健診（いわゆる国民皆歯科健診）に向けた具
体的な取組、歯科領域のＩＣＴ活用、歯科医師等の不足に対する分析を含
めた適切な歯科保健医療提供体制構築の推進・強化、有効性・安全性が認
められたデジタル化等の新技術の保険導入の推進。



厚生労働省の資料より引用



厚生労働省の資料より引用



8歯周病検知について

◼ AI開発

◼ 課題

◼ 対応検討

学習

撮影画像
＋

検診結果

検知結果撮影画像

推定

大量の（撮影画像＋検診結果）セットを収集してAI学習 学習済みAIに撮影画像を入力することで状態推定

学習済みAI

検知結果
精度〇撮影画像

推定

学習済みAI

学習時の撮影カメラ ＝ 運用時の撮影カメラ

学習 運用

検知結果
精度×撮影画像

推定

学習済みAI

学習時の撮影カメラ ≠ 運用時の撮影カメラ

（開発試作品） （汎用品）（開発試作品） （開発試作品）

まずは、汎用カメラで撮影した画像で学習しても、検知精度が出せるのかを確認

学習

撮影画像
＋

検診結果

検知結果
精度？撮影画像

推定

学習済みAI

今回の取組



9取組内容

汎用の口腔内カメラでの撮影

歯科検診

会津中央病院の歯科口腔外科外来
および

会津若松歯科医師会会員の歯科診療所

歯周病検診

う蝕検診

歯周病検知

う蝕検知

比較

口腔カメラでの
歯周病検知/う蝕検知

の技術評価

パナソニックより汎用（医療機器）の口腔内カメラとデータ取得用パソコンを貸し出し、
会津若松歯科医師会にて、歯科検診および口腔内写真の撮影を実施

パナソニックにて、口腔内写真から口腔内状態のスクリーニング（歯周病検知/う蝕検知）を行い、
その結果と歯科検診結果との一致性を確認することにより技術評価を実施

会津若松歯科医師会

パナソニック
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◼ 検証指標

◼ 今回の取組前の状況

◼ データ収集およびAI評価の結果

取組結果

歯周病検診

歯周病検知

比較口腔内カメラでの撮影

歯科検診
歯周病リスク なし あり

歯周ポケット(mm) ～2 3 4 5 6～

検証指標
特異度 ： 歯周病リスク「なし」を、間違わずに「なし」と判定する精度
感度 ： 歯周病リスク「あり」を、間違わずに「あり」と判定する精度

汎用カメラでの撮影
検診結果

検知精度

収集画像数 採用画像数 開発試作カメラ学習モデル 汎用カメラ学習モデル

2081 974

～2mm 605
932 特異度 20.2%

57.3%

54.7%

64.3%

3mm 327

4mm 34

42 感度 94.3% 73.9%5mm 7

6mm～ 1

撮影カメラ
検知精度

開発試作カメラ学習モデル 汎用カメラ学習モデル

開発試作カメラ
特異度 78.2%

80.3%
－

－
感度 82.3% －

汎用カメラ
特異度 22.9%

58.9%
－

－
感度 94.8% －

リスクありに偏った判定 バランス向上

⇒ 追加学習にて精度向上へ



11まとめ

■解決したい課題

歯科健診を実施する歯科医師等の不足や、手間がかかるといった時間的負担

■昨年度の事業

歯科健診のDX化に向けて、技術開発の加速が図れた

■今後の取り組み
引き続き、歯科健診のDX化に向けて会津若松歯科医師会様とご協力し、

早期の社会実装を実現させる

■パナソニックの思い

自治体における効果的かつ効率的な歯科健診を実現し、

国が検討を進めている、いわゆる国民皆歯科健診の機会拡大等の実現に貢献し、

口腔保健の向上および社会全体の健康増進に寄与したい



ご清聴ありがとうございました


